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県指定天然記念物「ナシ、モモ原木群」に係る県民からの情報提供及び管理者の現地確認状況
を踏まえ、令和６年８月23日に県文化財保護審議会 倉田委員による現地調査を実施

➡モモ原木の枯死を確認

（経過）H7にモモ原木を指定範囲内で移植後、台風による損傷部分から腐朽菌が侵入し、回復せず。

二宮町教育委員会を通じて当該文化財管理者である県農業技術センターから９月24日付けで
滅失等届提出。

事案の概要
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文化財名称 県指定天然記念物「ナシ、モモ原木群」

文化財の内容 モモ原木１本、ナシ原木11本

指定日 昭和47年７月21日

指定理由（抜粋） 神奈川県園芸試験場に保存育成されている下記保存種類別樹木は、現在まで
の我が国のナシ、モモの果樹育成の歴史的記念物として、広い意味での天然
記念物として指定され、さらに永く保存することが望まれる。

所在地及び指定範囲 中郡二宮町二宮1217

管理者 神奈川県農業技術センター

【文化財の概要】



文化財の位置
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テニスコート

ナシ原木群
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第４部会（令和６年11月８日開催）における協議結果
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当該文化財のうち、唯一のモモ原木が滅失
➡ 指定名称及び指定範囲の変更について協議

名称について ➡ 変更は要しない
指定範囲について ➡ 変更は要しない

主な意見
• 文化財として名前を残すのはよい。
• モモ原木の筆を指定範囲から除いた場合の土地の使途は未確定だが、（建造物等が）
近すぎるとナシに影響があるため、変えない方がよい。

• 東側に大きい建物が建ったら、日当たりが悪くなることが心配である。
• 木の健康を考えると、コンクリートがあまり増えないとよい。

【協議結果】


